
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

7月31日（水）13：00から日 時

会 場

次回予告
8月下旬開催予定

肥満と臨床検査 ～肥満は生活習慣病の素～
　肥満は「高血圧」や「糖尿病」などに代
表される生活習慣病の原因にもなります。
今回は、肥満は臨床検査の数値でどのく
らいが対象（“肥満”である目安）になるの
かや、肥満によって及ぼされる数々の身体
への影響などを、具体的にお話いたしま
す。お友達などを誘ってご参加ください。

さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室
講 

師

さがみ野中央病院
検査科
大道寺 益弘

臨床検査技師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバス

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

7月31日（水）14：00～15：30

ＭＩＣＳで行う心臓手術 ～心臓弁膜症について～
　心臓手術と聞くと、大きな手術をイメージ
して入院期間も長いものと考える方が多い
のではないでしょうか。「MICS」という手
術は、傷が小さい上に、入院期間も短く
すむ方法です。今回は心臓血管外科の
田畑医師が、心臓手術についてわかりや
すく説明します。

講 

師

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長

田畑 美弥子 医師

次回予告
8月28日（水）開催

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

程
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
機
器
を
皮

膚
下
に
挿
入
し
ま
す
。
日
常
生
活

に
支
障
な
く
心
電
図
デ
ー
タ
を
収

集
で
き
、
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
病
院

に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
担
当
医
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

不
整
脈
の
有
無
な
ど
の
情
報
を
い

ち
早
く
把
握
で
き
、
失
神
の
原
因

特
定
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

＊
今
回
で
倉
田
院
長
に
よ
る「
失
神
」

　
の
連
載
は
終
了
で
す
。

急
性
大
動
脈
解
離
・
肺
塞
栓
・
く

も
膜
下
出
血
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

失
神
が
心
臓
に
由
来
す
る
か
否

か
を
判
断
す
る
上
で
、
心
電
図
は

貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
が
、

近
年
開
発
さ
れ
た
最
長
３
年
間
に

わ
た
っ
て
24
時
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｍ
（
体
内
植
え

込
み
型
心
電
図
モ
ニ
タ
）
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

胸
を
１
㎝
程
度
切
開
し
、
５
㎝

　
（
倉
田
院
長
）「【
器
質
性
心
原

性
失
神
】
で
は
、
大
動
脈
弁
狭
窄

や
肥
大
型
心
筋
症
に
よ
る
『
左
室

流
出
路
狭
窄
』、
急
性
心
筋
梗
塞

や
心
筋
炎
に
よ
る『
ポ
ン
プ
不
全
』

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
【
血
管
性
失
神
】
の
原
因
に
は
、

　

心
臓
病
や
血
管
に
関
わ
る
疾
患
を
専
門
的
に

扱
っ
て
い
る
大
和
成
和
病
院
の
院
長
・
倉
田
篤
医

師
に
よ
る
「
失
神
」
の
連
載
第
３
回
目
で
す
。

性
の
高
い
症
例
に
は
、
各
診
療
科

が
迅
速
な
処
置
対
応
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
整
形
外
科
で
は
、「
大

腿
骨
頚
部
骨
折
」
や
「
脊
椎
圧
迫

骨
折
」
を
は
じ
め
と
す
る
骨
折
や

炎
症
に
対
し
、
救
急
対
応
を
実
施

し
ま
す
。

　

内
科
で
は
、
消
化
管
出
血
に
対

す
る
内
視
鏡
や
、胆
道
系
の
炎
症
、

肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
、
尿

路
感
染
症
、
心
不
全
・
不
整
脈
な

ど
に
、
入
院
措
置
を
含
め
た
緊
急

対
応
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
」「
解
離
性
大

動
脈
瘤
」「
致
死
性
不
整
脈
」「
間

質
性
肺
炎
」
な
ど
の
重
篤
な
場
合

や
、
脳
神
経
的
緊
急
疾
患
な
ど
の

専
門
的
高
度
医
療
を
要
す
る
場
合

も
、
専
門
機
関
へ
の
紹
介
を
含
め

た
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ

て
い
る
病
院
で
す
。〈
取
材
協
力
〉

極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
院
は
、
24
時
間
３
６
５
日
に

わ
た
っ
て
対
応
が
可
能
な
た
め
、

地
域
の
救
急
医
療
の
た
め
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。「
海

老
名
市
救
急
輪
番
」「
広
域
救
急

輪
番
」（
海
老
名
市
・
座
間
市
・

綾
瀬
市
）
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
救
急
医
療
へ

の
貢
献
度
が
わ
か

り
ま
す
。

救
急
は
外
来
で
も

　

ま
た
同
院
で

は
、
通
常
時
間
帯

に
お
い
て
も
緊
急

救
急
医
療
の
拠
り
所

　

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
に
あ
る

「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
は
、
地

元
で
あ
る
海
老
名
市
の
ほ
か
、
隣

接
す
る
座
間
市
・
大
和
市
・
綾
瀬

市
の
救
急
隊
か
ら
の
搬
送
を
、
積

　
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
は
、海
老
名
市
・
座
間
市
・

大
和
市
・
綾
瀬
市
か
ら
の
救
急
搬
送
に
、
夜
間
・
休

日
を
問
わ
ず
対
応
し
て
い
る
地
域
病
院
で
す
。

大和成和病院
循環器内科

金 明愛 医師

は
お
酒
ば
か
り
。
心
配
で
す
…
。

　
（
金
医
師
）「
中
高
年
に
な
る
と

就
寝
時
の
ト
イ
レ
を
嫌
い
、
夜
間

に
水
分
を
控
え
る
方
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
就
寝
中
に

も
汗
な
ど
で
水
分
は
奪
わ
れ
、
血

流
が
悪
く
な
り
、
さ
ら
に
翌
朝
に

血
圧
の
上
昇
な
ど
も
加
わ
る
と
、

心
臓
発
作
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
。
奥
さ
ま
に
は
、
寝
る
前
に
白

湯
１
杯
を
飲
む
こ
と
を
お
す
す
め

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
お
酒
に
は
利
尿
作
用
が

あ
る
の
で
、
脱
水
症
状
に
拍
車
が

か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
過

度
の
摂
取
は
控
え
、
飲
酒
後
に
は

水
分
を
よ
り
多
め
に
と
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
脱
水
が
引
き
金

と
な
っ
て
、
心
筋
梗
塞
を
発
症
す

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
、
奥
さ
ま

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
ね
」。

■
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

　
☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

　
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

で
に
は
、
お
よ
そ
20
分
の
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
水
を
飲
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
血
液
の
流
れ

が
良
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
喉
が
渇
い
て
い
な
く
て

も
、
暑
い
日
な
ど
は
こ
ま
め
な
水

分
補
給
が
大
切
で
す
よ
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
②
】

　
私
の
妻
は
、
夜
中
の
ト
イ
レ
を

嫌
が
っ
て
、
あ
ま
り
水
分
を
と
り

ま
せ
ん
。
若
い
頃
は
「
美
容
の
た

め
」
な
ん
て
言
っ
て
、
よ
く
水
を

飲
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は

付
き
合
い
も
あ
っ
て
か
、
飲
む
の

て
み
な
い
と
疾
患
の
有
無
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
脱
水
を
起
こ
し
て

い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
は
、
私
た
ち
は
自
分
で
は
気

づ
か
な
い
う
ち
に
、
皮
膚
や
口
腔

な
ど
か
ら
水
分
が
蒸
発
し
て
い
る

た
め
、
汗
を
か
い
て
い
な
く
て

も
、
体
の
中
で
は
ど
ん
ど
ん
脱
水

が
進
ん
で
い
き
ま
す
。『
そ
ん
な

に
汗
を
か
い
て
い
な
い
か
ら
、
大

丈
夫
』『
喉の
ど

が
渇
い
て
か
ら
、
飲

み
物
を
と
れ
ば
い
い
や
』
と
思
っ

て
い
る
と
大
変
で
す
。
水
分
を
摂

取
し
て
も
体
全
体
に
浸
透
す
る
ま

【
よ
く
あ
る
相
談
①
】

　
私
は
太
り
や
す
く
、
水
を
飲
む

だ
け
で
も
体
重
が
増
え
て
し
ま
い

そ
う
で
怖
い
で
す
。
今
も
ダ
イ

エ
ッ
ト
中
で
す
が
、
暑
か
っ
た
先

日
、
息
苦
し
さ
を
感
じ
、
意
識
も

朦も
う
ろ
う朧と

し
た
の
で
す
が
、
ど
こ
か

体
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
（
金
医
師
）「
詳
し
く
検
査
を
し

　

大
和
成
和
病
院
で
循
環
器
内
科
を
担
当
し
て
い
る
金
明
愛
医
師
に
、
夏
に
多
い

相
談
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
女
性
か
ら
の
身
体
症
状
の

相
談
と
、
中
年
男
性
か
ら
の
妻
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
相
談
で
す
。

り
、
血
液
の
塊
（
血
栓
）
が
で
き

や
す
く
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、「
心
筋
梗
塞
は
中
高
年

の
病
気
」
と
多
く
の
人
が
考
え
が

ち
で
す
が
、
夏
に
は
30
〜
40
代
の

若
年
層
に
も
、
発
症
リ
ス
ク
は
高

ま
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
あ
ま
り

進
行
し
て
い
な
く
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
や
飲
酒
で
脱
水
に
な
り
、
血
栓

が
で
き
て
発
症
す
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
な
い
の
で
す
。

搬
送
時
に
す
で
に
心
停
止
も

　

日
本
人
の
死
因
で
２
番
目
に
多

い
「
心
臓
病
」
の
中
で
、
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
心
筋
梗
塞

は
、
急
性
患
者
の
14
％
が
病
院
搬

送
前
に
心
停
止
状
態
に
あ
る
と
の

報
告
も
あ
り
ま
す
（「
日
本
生
活

習
慣
病
予
防
協
会
」
な
ど
）。

　

発
症
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
怖
い
病
気

な
の
で
、
疑
わ
し
い
症
状
が
あ
る

時
点
で
、
す
ぐ
に
専
門
病
院
な
ど

に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

冠
動
脈
の
疾
患
死
と
の
関
係
性
を

検
討
す
る
上
で
は
、
極
寒
や
猛
暑

で
の
発
症
件
数
が
多
い
と
い
う
見

方
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
最
高
気
温
が
35
℃
以

上
の
猛
暑
日
が
年
々
増
え
て
お

り
、
夏
季
の
過
ご
し
方
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

夏
に
生
じ
る
心
筋
梗
塞
の
原
因

は
、
脱
水
に
よ
っ
て
生
じ
た
血
栓

に
あ
り
ま
す
。
夏
は
汗
を
多
く
か

く
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
十
分
な

水
分
補
給
を
し
て
い
な
い
と
、
身

体
は
脱
水
状
態
に
陥
り
ま
す
。
血

流
は
停
滞
し
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
心
筋
梗
塞
」
と
は
、
心
臓
の

筋
肉
に
栄
養
を
送
っ
て
い
る
血

管
（
冠
動
脈
）
が
閉
塞
し
、
心
筋

に
壊
死
が
起
こ
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
自
覚
症
状
に
〈
胸
痛
〉〈
呼

吸
困
難
〉〈
意
識
障
害
〉
な
ど
が

　

心
筋
梗
塞
は「
冬
に
多
い
」「
中
高
年
の
病
気
」と
い
う
思
い
込
み
は
危
険
で
す
。

夏
の
猛
暑
で
脱
水
を
起
こ
す
と
、
若
年
層
で
も
血
栓
が
で
き
や
す
く
な
り
、
心
筋

梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

「
冬
」「
中
高
年
」
じ
ゃ
な
い
の
？

　

一
般
的
に
心
筋
梗
塞
は
「
冬
に

発
症
が
多
く
、
夏
は
少
な
い
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
気
温
と

血管が詰まって
心筋梗塞

体から水分が減り、
脱水状態になると・・・
血栓（夏血栓）が
できやすい！

血栓  

サラサラサラサラ

ドロドロドロドロ

失神の主な原因

●起立性
　  低血圧性失神
●神経介在性失神
●心疾患性失神
●器質性
      心原性失神
●血管性失神
●薬剤性失神

●起立性
　  低血圧性失神
●神経介在性失神
●心血管性失神
●器質性
      心原性失神
●血管性失神
●薬剤性失神

二次救急とは…
入院や手術を要する症例に対する医療で、複数
が当番で担う「病院群輪番制病院」などが該当

三次救急とは…
心肺停止・多発外傷などに対応する医療で、
「救命救急センター」などが該当

さがみ野中央病院
☎046-233-5110

●海老名市救急輪番
●広域救急輪番

二
次
救
急

救急医療 参照：厚労省資料

（海老名・座間・綾瀬） 海老名市東柏ヶ谷6-20-20

初期救急とは…
入院や手術をともなうものではなく、
「休日夜間急患センター」などが該当

さ
が
み
野
中
央
病
院

　

 

海
老
名・座
間・大
和・綾
瀬
の
救
急
搬
送

                    

３
６
５
日
24
時
間
受
入
れ
可
能

〜
循
環
器
内
科
医
が
ア
ド
バ
イ
ス
〜

知
ら
ず
に
蒸
発
！
体
の
水
分

大
和
成
和
病
院　
金 

明
愛 
医
師

若
者
も
注
意
す
べ
き「
夏
の
心
筋
梗
塞
」

失
神
原
因
を
特
定
す
る
医
療
機
器
の
現
状

取
材
協
力　
大
和
成
和
病
院

倉田院長
連 載 ⑧

倉田 篤 院長
（心臓血管外科）

大和成和病院
 ☎︎046-278-3911

2019年7月
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今月のイチオシ

Recruit Information

大和市 中央林間・南林間・鶴間・相模大塚の4駅から無料バス通勤可！　☆給与は全て経験10年モデル☆

① 医療事務

19万８5００円
夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

お電話にて希望職種をご連絡く
ださい。面接日、必要書類など
をお伝えさせていただきます。

応 

募

交通費支給、社会保険完備、ユニフォーム貸与、マイカー通勤可、無料シャトルバス利用可、各種手当あり　 　昇給年１回（４月）、賞与年３回、年間休日121日待遇

正社員 パート 送迎バス有

車通勤可 ユニフォーム支給

パ正

大和成和病院 ☎046-278-3911
http://www.fureai-g.or.jp/seiwa/

医療法人社団
公仁会

〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-8-2

地元で有名な専門病院  急募！貴方の力を求めています

月給

資格不問 経験者優遇 未経験者歓迎

960円時給

時間 ８：３０～１７：3０、
１７：３０～（当直）

外来受付／会計／レセプト／カルテ出し

1 ① 看護師

月給

1500円～
（夜勤手当２万４０００円～／回）

時給

時間【日勤】８：３０～１７：３０
【夜勤】17：００～翌９：００

病棟／外来／ＩＣＵ／オペ室 など

① 看護補助

20万７9００円
（夜勤なし）

月給

1100円時給

時間 ８：３０～１７：３０

看護業務全般のサポート（資格不要）

2 3

３４万７８００円
（夜勤手当含む）

JR・京王「橋本駅」から神奈中バス
JR「相模原駅」、京王「多摩境駅」「南大沢駅」
から無料シャトルバス

ACCESS

八
王
子

町
田

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境 小
山

ベビー
ザラス

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田リハビリ

テーション
センター

薬局

P
シニア
レジデンス
町田

シニア
レジデンス
町田

ふれあい
町田

ホスピタル
ココ

見学・ショートステイ・体験入居など、
随時受付中！お気軽にお電話を。介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田

シニアレジデンス町田
東京都町田市小山ヶ丘１‒３‒８

　  ０１２０-８６-６５３４

●４階建ての同一建物内に、
   連携病院「ふれあい町田ホスピタル」を併設
●建物１階は「シニアレジデンス町田」の
   エントランス、入居者専用「レストラン桜」など。
   ２階は居室フロア
●病院（ふれあい町田ホスピタル）には、
   診察室・検査室・手術室・人工透析センターなど
   があり、入院病棟は３・４階（計１９９病床）
●定期的な通院のほか、緊急時や夜間の
   対応などを総合的にサポート
●医療行為（人工透析、胃ろう、在宅酸素など）
   に対応
●必要に応じてホームの担当医が往診。
   入居前の面談・健康相談もあり

外観

居室

レストラン

浴室

中庭
茶道室

エントランス

特徴

で
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
以

後
、
比
較
が
で
き
て
い
る
」
と
の

参
加
者
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
担
当
者
は
、「
こ
の

機
会
に
是
非
、
ご
家
族
さ
ま
と
ご

一
緒
に
セ
ミ
ナ
ー
へ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
20
名
ま
で
（
申
し
込
み

順
・
満
員
締
め
切
り
）。
毎
回
人

気
の
セ
ミ
ナ
ー
な
の
で
、
お
早
め

に
お
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
８
６
・
６
５
３
４
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

28
日
㈰
13
時
30
分
〜
15
時
（
予

定
）、会
場
は「
町
田
市
民
ホ
ー
ル
」

（
町
田
駅
徒
歩
７
分
）。
セ
ミ
ナ
ー

名
は
「
安
心
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム

の
選
び
方
」。
主
催
は
、
介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ニ
ア
レ
ジ

デ
ン
ス
町
田
＝
左
広
告
参
照
。

個
別
の
事
案
に
し
っ
か
り
答
え
る

　

セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
、
介
護
現
場

を
よ
く
知
る
定
評
あ
る
専
門
家
。

老
人
ホ
ー
ム
の
種
類
や
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
・
差
異
に
つ
い
て
、
画
像

を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
に
高
齢
者
を
抱

え
る
人
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
多

い
「
施
設
選
び
で
重
点
を
置
く
ポ

イ
ン
ト
」
を
、
具
体
的
に
提
示
。

セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
で
は
個
別
の
質

疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
、「
う
ち

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
置
き
換
え
て

話
を
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
特
別

な
事
案
も
確
認
で
き
て
、
と
て
も

た
め
に
な
っ
た
」「
自
分
が
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
を
検
討
し
始
め
る

に
あ
た
っ
て
、
基
準
に
な
る
最
初

の
見
学
施
設
を
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

　

高
齢
者
施
設
の
種
類
や
資
金
に

つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
無
料

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
時
は
７
月

　

○
…
心
臓
血
管
外
科
の
魅
力
を

「
外
科
の
中
で
も『
心
臓
』を
扱
い
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
手
術
が
多
く
、

術
後
に
は
消
化
器
や
呼
吸
器
、
腎

臓
、
内
分
泌
系
な
ど
全
て
を
し
っ

か
り
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
“
病
気
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
”
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

　

○
…
幼
少
期
の
４
年
間
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
過
ご
し
ま
し
た
。「
友
達

に
は
、
片
足
が
な
か
っ
た
り
目
が

不
自
由
な
子
が
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
い
ま
し
た
。
無
意
識
に
命
に

対
す
る
特
別
な
感
情
が
芽
生
え
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
生

物
学
を
学
ぶ
た
め
に
、
一
度
は
一

般
の
大
学
に
入
学
。
大
学
院
へ
進

学
す
る
も
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
な
ど

の
発
展
途
上
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
日
々
を
送
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
ビ
ザ
の
関

係
で
ア
フ
リ
カ
に
入
国
し
た
際
に

「
ソ
マ
リ
ア
内
戦
」
に
遭
遇
。
布

で
巻
か
れ
た
何
百
体
も
の
犠
牲
者

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。「
日

本
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
た
頃
で
、
生
命
や
医
療
に
対

す
る
気
持
ち
が
再
燃
し
、
医
大
に

入
学
し
直
し
ま
し
た
」。
31
歳
で

医
師
と
な
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

　

○
…
専
門
は
「
成
人
心
臓
血
管

外
科
」
で
、
具
体
的
に
は
、
弁
膜

症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
手
術
治
療

で
あ
る
「
弁
膜
形
成
術
」
や
「
冠

動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
」
な
ど
で

す
。
昨
年
ま
で
タ
イ
で
年
間
約

３
０
０
０
症
例
を
扱
う
心
臓
手
術

専
門
の
医
療
機
関
で
そ
の
ス
キ
ル

を
磨
き
、
今
年
（
２
０
１
９
年
）

１
月
に
大
和
成
和
病
院
の
現
場
に

復
帰
し
ま
し
た
。「
当
院
は
、
心

臓
血
管
外
科
と
循
環
器
内
科
が
密

接
に
連
携
し
て
い
ま
す
。
実
は
こ

れ
は
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
な
ん
で
す
」。

　

○
…
語
学
（
英
・
仏
・
西
ス
ペ
イ
ン・

葡ポ
ル
ト
ガ
ル・
泰タ
イ
）
に
長
け
、
外
国
人
の
診

察
に
も
積
極
的
で
す
。「
診
察
で

は
、
患
者
さ
ま
と
同
じ
視
線
に
な

る
よ
う
な
向
き
で
お
話
し
し
て
い

ま
す
。
病
気
の
治
療
は
医
師
の
力

だ
け
で
は
な
く
、
よ
く
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
患
者
さ
ま
ご
自
身
の

お
力
で
お
身
体
を
回
復
さ
せ
て
い

る
ん
で
す
。
で
す
の
で
、
い
つ
も

『
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
』
と
い
う
気
持
ち
で
い

ま
す
」と
気
さ
く
に
話
し
ま
し
た
。

松山 孝義 医師
 （まつやま たかよし）　　　　

大和成和病院
【心臓血管外科】

日本外科学会 外科専門医
日本心臓血管外科学会 専門医
腹部ステントグラフト実施医
血管内レーザー焼灼術実施医・指導医

 

３
０
０
０
症
例
を
扱
う
機
関
で

　
　
　
　
　

   

腕
を
磨
き
現
場
復
帰

こ
の「
人
」に
聞
く

綾瀬厚生病院　☎0467-77-5111 神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ4ｰ16
受付

小児科

小児
予防接種

午前

午後 佐藤
Dr.

薄葉
Dr.

石丸
Dr.

月 火 水 木 金
ACCESS【午前】8：30～12：00 【午後】13：30～16：30

海老名駅から （相鉄バス）「綾瀬市役所」行でバス停
「ハンディホームセンター前」下車徒歩２分

さがみ野駅から （神奈中バス）「吉岡工業団地」行で
バス停「市民文化センター前」下車徒歩５分

長後駅から （コミュニティバス）かわせみ４号車で
バス停「綾瀬厚生病院」下車すぐ

相模大塚駅から （コミュニティバス）かわせみ2号車で
バス停「綾瀬厚生病院」下車すぐ

かしわ台駅から （コミュニティバス）かわせみ1号車で
バス停「綾瀬厚生病院」下車すぐ

外来診療表

午後

午前

市立図書館

早川

東名高速道路

さがみ野駅、相模大塚駅、
かしわ台駅
さがみ野駅、相模大塚駅、
かしわ台駅

長後
駅

海
老
名
駅

45

城山公園 綾瀬大橋
入口 綾瀬市役所

綾瀬厚生
病院
P完備

定期接種のワクチン
「予防接種法」で 
接種規則が
定められているもの

●ヒブ
●肺炎球菌結合型
●Ｂ型肝炎
●四種混合
●三種混合

●不活化ポリオ
●水痘
●麻疹・風疹混合
  （ＭＲ）
●日本脳炎

など

任意接種のワクチン
国の認可はあるが
「予防接種法」で
規定していないもの
原則、個人が
費用を負担

●ロタ
●おたふくかぜ
●Ａ型肝炎

●黄熱
●狂犬病
●破傷風

など

日本小児科学会「定期接種と任意接種のワクチン」、
国立感染症研究所「予防接種スケジュール」より

原則、地方自治体が
費用を負担

　

特
に
乳
児
の
予
防
接
種
は
、
半

年
間
で
15
回
以
上
に
な
り
ま
す
。

効
率
よ
く
接
種
す
る
こ
と
で
、
乳

児
は
早
め
に
免
疫
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
接
種
可
能
な
月

齢
と
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

神
奈
川
県
の
県
央
地
区
に
あ

り
、
綾
瀬
市
内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
海
老
名
市
、
座
間
市
、

大
和
市
、
藤
沢
市
、
寒
川
町
、
横

浜
市
泉
区
・
瀬
谷
区
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
が
良
好
な
綾
瀬
厚
生
病
院
で

は
、
次
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す（
予
約
制
／
水
曜
日
午
前
、

木
曜
日
午
前
・
午
後
）。

し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
補

助
に
つ
い
て
は
、
管
轄
の
自
治
体

に
そ
の
詳
細
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。綾

瀬
厚
生
病
院
の
予
防
接
種

「
任
意
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
定
期
接
種
」
の
場
合
、
ワ
ク

チ
ン
の
費
用
は
公
費
〈
無
料
〉
で

す
が
（
一
部
で
自
己
負
担
あ
り
）、

「
任
意
接
種
」
は
原
則
的
に
個
人

負
担
で
す
。
各
市
区
町
村
が
実
施

「
定
期
」
は
実
質
無
料

　

小
児
の
予
防
接
種
に
は
、
法
律

に
基
づ
い
て
各
市
区
町
村
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る「
定
期
接
種
」

と
、
希
望
者
が
自
主
的
に
受
け
る

　

小
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
予
防
接
種
）
は
、
原
則
的
に
各
自
治
体
が
全
額
負
担
す

る
「
定
期
接
種
」
と
、
接
種
に
必
要
な
費
用
を
個
人
が
負
担
す
る
「
任
意
接
種
」
に

分
か
れ
ま
す
。
綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
小
児
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

以前開催した時のセミナーの様子（開始前）

7／28（日）

開催日時

会場へのアクセス

定員20名町田
市役所市役所

JR町田駅

小
田
急
町
田
駅

47

47

町田市民ホール
JR・小田急「町田駅」徒歩７分

１３：３０
  〜
１5：００

▽
ヒ
ブ
▽
肺
炎
球
菌
結
合
型
▽
Ｂ

型
肝
炎
▽
四
種
混
合
▽
二
種
混
合

▽
不
活
化
ポ
リ
オ
▽
水
痘
▽
麻
疹
・

風
疹
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
▽
日
本
脳
炎

　

詳
細
は
、
綾
瀬
厚
生
病
院
（
☎︎

０
４
６
７
・
７
７
・
５
１
１
１
）
の

外
来
担
当
看
護
師
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

◆
無
料
セ
ミ
ナ
ー

「
安
心
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

７
月
28
日
㈰
13
時
30
分
〜
15
時

町
田
市
民
ホ
ー
ル
第
２
会
議
室

7/28 ㈰に無料開催！
中高年に人気の

「施設選びセミナー」
シニアレジデンス町田

「
小
児
ワ
ク
チ
ン
」は
効
率
よ
く
接
種
を

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
７
月
か
ら
開
始

2



　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、『
大
和
市

が
ん
検
診
』
の
実
施
医
療
機
関
で

す
の
で
、
胃
が
ん
検
診
で
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
内
視
鏡
検
査
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
外
来
受
診
後
に

検
査
の
ご
予
約
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
部
消
化
管
の
検
査
で

ポ
リ
ー
プ
等
が
見
つ
か
り
、
そ
の

場
で
切
除
・
止
血
の
処
置
を
し
た

際
も
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
有
床
診

療
所
で
す
の
で
、
入
院
必
要
時
は

安
静
の
た
め
の
一
泊
入
院
が
可
能

で
す
。

　

専
門
的
な
治
療
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
は
、
所
属
し
て
い
る
医
療

グ
ル
ー
プ
の
連
携
が
あ
り
ま
す
の

で
、
循
環
器
専
門
の
『
大
和
成
和

病
院
』
や
整
形
外
科
の
手
術
治
療

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
『
さ
が
み

野
中
央
病
院
』（
海
老
名
市
）、
幅

広
い
診
療
科
を
も
つ
『
綾
瀬
厚
生

病
院
』（
綾
瀬
市
）
な
ど
の
ほ
か
、

大
学
病
院
へ
の
紹
介
も
可
能
で

す
。

　

ご
家
庭
の
健
康
管
理
の
た
め
の

医
療
機
関
と
し
て
、
ぜ
ひ
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
」。

〈
取
材
協
力
／
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
下
部
消

化
管
で
は
、大
腸
を
検
査
し
ま
す
。

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
昨
年

度
（
２
０
１
８
年
度
）
に
「
上
部

消
化
管
」
の
検
査
を
１
１
５
４

件
、「
下
部
消
化
管
」
の
検
査
を

４
２
５
件
実
施
し
ま
し
た
。

検
査
と
治
療
が
同
時
に

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
は

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
検
査
は
、
基
本
的
に
午
前
中

の
実
施
で
す
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
て
、
水
・
金
曜
日
は

午
後
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
（
但

し
、
火
曜
日
は
消
化
器
外
科
が
休

診
の
た
め
、
検
査
の
実
施
も
あ
り

ま
せ
ん
）。

通
り
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
す
が
、

多
く
の
診
療
科
＝
左
参
照
＝
が
あ

り
、
内
視
鏡
検
査
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
（
消
化
器
外
科
）。

　

内
視
鏡
は
、
上
部
消
化
管
に
対

す
る
検
査
（
い
わ
ゆ
る
「
胃
カ
メ

ラ
」
検
査
）
と
、
下
部
消
化
管
に

対
す
る
検
査
（
い
わ
ゆ
る
「
大
腸

カ
メ
ラ
」
検
査
）
が
あ
り
ま
す
。

　

上
部
消
化
管
で
は
、
食
道
や
胃

胃
・
大
腸
カ
メ
ラ
を
両
方
実
施

　

神
奈
川
県
の
県
央
地
域
で
地
域

密
着
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ

て
い
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
、

内
視
鏡
検
査
が
受
け
ら
れ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
大
学
病
院

や
総
合
病
院
ほ
ど
の
規
模
を
も
つ

医
療
機
関
で
は
な
く
、
そ
の
名
の

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
消
化
器
外
科
で
は
、
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
の
検
査
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
々
、
受
診
者
数
が
増
え
て
い
る
の
は
、
治
療
と
入
院
加

療
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
有
床
診
療
所
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
す
。

医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
施
設

で
あ
る
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」

と
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
建
物
の
中
に
事
業
所
を
置
い
て

い
る
た
め
、
特
に
こ
の
２
つ
の
施

設
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
は
、
各
担
当
者
と
の
き
め

細
か
い
調
整
が
で
き
る
の
で
、
よ

り
良
い
内
容
を
提
供
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
運
営
母
体
で

　

ま
ず
、
多
く
の
人
は
「
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
て
も
、
ど
の

程
度
の
介
護
の
相
談
を
し
て
い
い

の
？
」
と
い
う
疑
問
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、【
要

支
援
１
】
か
ら
【
要
介
護
５
】
ま

で
に
該
当
す
る
全
て
の
介
護
事
案

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
を
利

用
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
申
請
代
行
か
ら
、
利
用
者
そ
れ

ぞ
れ
の
介
護
度
や
生
活
環
境
に

合
っ
た
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
の
作
成
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
、
幅
広
く

行
な
っ
て
い
ま
す
。

る
「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

介
護
の
レ
ベ
ル
は

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
で
あ

り
、
介
護
相
談
の
ほ
か
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

調
整
・
管
理
な
ど
を
行
な
っ
て
い

成和クリニック
診療科目

外来受付

月曜日～土曜日（土曜日は午前のみ）
9：００～１2：００
１5：００～１7：３０

午前
午後

鶴
間
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

ココ
大和厚木バイパス

西鶴間
小学校

●内科 ●循環器内科 ●消化器内科
●腎臓内科 ●整形外科 ●泌尿器科
●消化器外科（内視鏡） ●リウマチ科
●人工透析治療「透析センター」
  （通院・入院）
●各種健康診断
 （大和市がん検診、
　大和市特定健診・長寿健診、
　綾瀬市特定健診 など） 

成和クリニック ☎０４６‒２６４‒３９１１ 神奈川県大和市西鶴間５ｰ３４８８ｰ７ご予約・お問合せ

内視鏡（胃カメラ）▶

注：
第１・３週
のみ

成和クリニック 内視鏡検査
月受付時間 火 水 木 金 土

午前

午後

9：00～
12：00

15：00～
17：30

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
の

強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
か

ら
で
、
グ
ル
ー
プ
医
療
機
関
は
神

奈
川
・
県
央
地
区
だ
け
で
も
４
施

設
あ
り
ま
す
（
東
京
・
神
奈
川
・

静
岡
の
全
域
で
は
25
施
設
）。

　

介
護
と
医
療
は
切
っ
て
も
切
り

離
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
医
療
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
同
セ
ン

タ
ー
は
、
緊
急
時
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
介
護
の
ご
相
談
は
、
ぜ
ひ
同

セ
ン
タ
ー
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

大和市南林間9-8-9
（成和ナーシングプラザ内 4F）

せいわ居宅介護
支援センター

医療に強いセンターですので、
お体の状態などについても

お話ください。
私たちが相談をお受けいたします！
お気軽にお問合せください。

せいわ居宅介護支援センターの
ケアマネジャー

せいわ居宅介護支援センターの
ケアマネジャー

☎046-240-0149
【月～土・祝】9：00～17：00

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

大和成和
病院

ココ

排泄や食事はできるが、身の回りの世話の
一部に介助が必要。
状態の維持・改善の可能性が高い状態。

注：代表的な例を表示しているので、本人の状態と一致しない場合もあります。

要支援1

要支援2

生活に部分的介護が必要で、
排泄・入浴・着替えなどに一部介助が必要。要介護1

排泄・入浴などに一部もしくは
全介助が必要で、着替えに見守りなどが必要。要介護2

重度の介護が必要。または
認知症にともなう問題行動が見られる状態。要介護3

要介護4

寝たきりの状態。
生活全般で介護が必要。要介護5

最重度の介護が必要。または
認知症の問題行動が一層増える状態。
最重度の介護が必要。または
認知症の問題行動が一層増える状態。

入浴などに一部介助が必要で、
「要介護」になる可能性が高い状態。

「要支援」「要介護」の状態の目安

JR茅ケ崎駅から徒歩１8分

理学療法学科
作業療法学科
言語聴覚学科

作業療法士とは…

茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校の作業療法学科では、
作業療法士を目指す方々を
応援しています。

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

問
合
せ

心や体に障害を抱える人の生活行為〈食事・更衣・排泄・移動・
入浴・遊び・学習・余暇活動など〉の実現をサポートするスペシャ
リスト。この生活行為の実現は、自尊心や達成感、充足感をもた
らし、健康な生活を促進します。サポート対象は、乳幼児から
高齢者までのあらゆる世代です。

同校のカリキュラムや入学、
学校生活については
下記へお問合せください。

成
感
・
充
足
感
を
も
た
ら
し
、
健

康
な
生
活
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

専
門
療
法
を
実
施
し
ま
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
「
作
業
療
法

士
は
患
者
さ
ま
の『
し
た
い
こ
と
』

『
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
』
を
理

解
す
る
過
程
で
信
頼
関
係
を
築

き
、
生
活
行
為
の
実
現
・
回
復
に

喜
び
を
分
か
ち
合
う
素
敵
な
職
業

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
本
校
へ

お
電
話
を
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
で
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
“
思
い
や
り
の
あ

る
人
材
”
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

「
作
業
療
法
士
」（
国
家
資
格
）
の

養
成
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
「
作
業
療
法
士
」
と
は
、
身
体

や
心
に
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
行

為
（
食
事
・
排
泄
な
ど
）
の
実
現

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
専

門
職
で
す
。
患
者
に
自
尊
心
・
達

魅
力
あ
る
専
門
職「
作
業
療
法
士
」

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

茅ケ崎駅
1ココ

新湘南バイパス

7／31   ・
8／6　・9  ・19
13：00～16：00（各日）

水

火 金 月

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

JR茅ケ崎駅からバス「辻東」下車5分

学校説明コーナー／模擬体験コーナー／
個別相談コーナーのほか、入試概要や体験実習、
医療グループ「ふれあいグループ」による
奨学金・就職についても説明

私たちがエスコートします♪

在校生による

入退場
自由

夏休み
限定！OPEN
CAMPUS 
OPEN

CAMPUS 

変
と
聞
き
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い

勉
強
し
て
ま
す
か
？
」
な
ど
、
参

加
者
か
ら
の
本
音
の
質
問
や
、
授

業
・
実
習
の
具
体
的
な
内
容
ま
で
、

在
校
生
が
直
接
語
り
ま
す
。

　

自
由
参
加
形
式
な
の
で
、
当
日

は
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
（「
学
校
説

明
」「
模
擬
体
験
」「
個
別
相
談
」

な
ど
）
へ
集
中
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
友
達
同
士
で
参

加
す
る
と
楽
し
い
か
も
⁉︎

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
が
夏
休

み
に
開
催
す
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」〈
７
月
31
日
㈬
・
８
月

６
日
㈫
・
８
月
９
日
㈮
・
８
月
19

日
㈪
〉
は
、
現
役
の
在
校
生
が
同

校
の
魅
力
や
勉
強
方
法
、
学
校
生

活
に
つ
い
て
を
、
生
の
声
で
説
明

す
る
特
別
な
内
容
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ど
う
し
て
こ
こ
の
学
校
を
選

ん
だ
の
で
す
か
？
」「
勉
強
が
大

本
音
に
答
え
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎045-821-0115
            （入試事務室）

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ
問
合
せ

●体験型の授業・実習
●入試対策説明会
●学内見学ツアー
●在校生のトークライブ
　　　　　　　　　　　など

JR東戸塚駅から徒歩１2分

詳しい情報は大学公式アプリ
またはQRコードからHPで確認を！
詳しい情報は大学公式アプリ

またはQRコードからHPで確認を！

内容は盛りだくさん♪

（SAT） （SUN） （SAT）
8／10・11・31
10：00～15：00   
8／10・11・31
10：00～15：00   

入退場自由

当日参加可

ま
す
。

　

受
験
生
や
社
会
人
の
ほ
か
、
将

来
医
療
系
へ
の
進
学
を
考
え
て
い

る
高
校
１
・
２
年
生
や
そ
の
保
護

者
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し
い
情
報

は
、
同
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
同
大
学
公

式
ア
プ
リ（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
）

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

８
月
に
３
回
〈
８
月
10
日
㈯
・

８
月
11
日
㈰
・
８
月
31
日
㈯
〉
の

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開

催
す
る
湘
南
医
療
大
学
で
は
、
来

場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

大
学
構
内
の
見
学
ツ
ア
ー
や
在

校
生
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
体
験
授

業
の
ほ
か
、
来
春
入
学
に
向
け
た

「
入
試
対
策
説
明
会
」
で
は
、
実

際
の
過
去
問
題
を
使
っ
て
解
説
し

保
護
者
も
体
感
！
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

湘
南
医
療
大
学

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
消
化
器
外
科

昨
年
度
の
内
視
鏡
検
査
１
５
０
０
件
超

「
ち
ょ
っ
と
心
配
」だ
け
で
も
相
談
Ｏ
Ｋ
！

せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

＊「医療ビジネス学科」「観光学科」に新学科「介護福祉学科」が加わり、生まれ変わりました！＊「医療ビジネス学科」「観光学科」に新学科「介護福祉学科」が加わり、生まれ変わりました！
詳細・お問合せは同校☎０４２ｰ７４４ｰ９７１１（神奈川県相模原市南区上鶴間本町３‒１８‒２７）へ

になりました。

　　　　　医療ビジネス観光情報専門学校は、春から

「医療ビジネス観光福祉専門学校」になりました。
　　　　　医療ビジネス観光情報専門学校は、春から

「医療ビジネス観光福祉専門学校」
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医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
8月下旬開催予定

認知症との関わり方 ～上手なコミュニケーションの取り方～
　認知症は、脳の働きの低下が原因で引き
起こされます。「時間・場所・人がわからな
い」「段取りができない」「正しい方を選べ
ない」など、日常生活に支障をきたします。
診療科目の中でも「精神科」は躊躇して
しまう方も多いのですが、まずはこの講座
で内容を知る機会になればと思います。
是非ご参加ください。

7月30日（火）11：00～12：30日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
精神科

佐々木 道夫 医師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

7月31日（水）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

あきらめていませんか？その痛み ～膝の病気と治療について～
　膝関節の代表的な疾患「変形性膝関
節症」は、放っておくと歩行が難しくなって
しまいます。日常生活や行動範囲を左右す
る重要な部位である「膝」の痛みは、加齢
のせいと諦めずに、整形外科にかかりま
しょう。講座では、膝に関する正しい情報を
お伝えします。是非お越しください。

次回予告

講 

師

綾瀬厚生病院
整形外科

新井 哲 医師

8月29日（木）14：00から開催
【講師】 整形外科　伴 光正 医師

熱中症

中
等
症

重
症

軽
症

（注）症状や対処内容は一例です。緊急性は各症例で異なります。

立ちくらみ・筋肉痛・大量の汗
　日陰や風通しのよい場所へ
　避難を！
頭痛・めまい・吐き気・嘔吐
　衣服を緩め、熱をもった体を
　冷やして水分・塩分補給を！
けいれん・意識が
もうろうとしている
　すぐに救急車！

外
来
診
察
に
ご
来
院
さ
れ
た
方
の

治
療
も
、
注
意
深
く
診
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
院
で
は

内
科
が
熱
中
症
治
療
を
担
当
し
、

ま
ず
重
症
度
を
診
断
し
ま
す
。
そ

し
て
適
切
な
治
療
〈
電
解
質
異
常

に
対
す
る
補
正
（
点
滴
）
／
全
身

の
冷
却
な
ど
〉に
進
ん
で
い
ま
す
。

 　
暑
い
日
に
、
い
つ
も
と
異
な

る
体
調
の
変
化
を
感
じ
る
場
合

は
、
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

中
症
の
症
状
に
は
、
立
ち
く
ら

み
・
筋
肉
痛
と
い
っ
た
軽
症
の
も

の
か
ら
、頭
痛
・
嘔
吐
（
中
等
症
）、

重
症
の
意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
ま

で
幅
広
く
あ
り
ま
す
。病
院
で
は
、

暑
熱
環
境
下
や
そ
の
後
に
お
け
る

体
調
不
良
は
、
全
て
熱
中
症
を
疑

い
、そ
の
う
ち
他
の
原
因
疾
患（
感

染
症
な
ど
）
を
除
外
し
た
も
の
を

『
熱
中
症
』
と
診
断
し
ま
す
」。

救
急
対
応
も

　
（
同
・
徳
永
院
長
）「
当
院
（
綾

瀬
厚
生
病
院
）
は
、救
急
搬
送
（
救

急
車
の
受
け
入
れ
）
を
含
め
た
熱

中
症
の
治
療
に
力
を
入
れ
て
い
る

病
院
で
す
。
常
勤
の
救
急
担
当
医

（
日
勤
）
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
症
状
が
軽
く
、
自
力
で

　
（
綾
瀬
厚
生
病
院
・
徳
永
院
長
）

「
昨
夏
も
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被

害
が
数
多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

気
温
が
高
い
日
が
続
く
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
、
屋
内
外
を
問
わ
ず
、

こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
を
心

が
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」

熱
中
症
の
診
断　

　
（
同
院
内
科
・
上
杉
医
師
）「
熱

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
内
科
で
は
、
救
急
搬
送
を
含
め
た
熱

中
症
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
の
疑
い
が
あ

る
場
合
は
、
我
慢
せ
ず
に
病
院
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

は
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
活
用
し

て
、
適
温
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合

　

ま
ず
「
死
に
直
面
し
た
緊
急
事

態
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
日

陰
で
風
通
し
の
よ
い
場
所
へ
避
難

し
、
衣
服
を
緩
め
て
楽
な
姿
勢
に

し
て
体
を
水
で
ぬ
ら
し
た
り
、
う

ち
わ
で
扇
ぎ
、
体
の
熱
を
下
げ
る

こ
と
に
努
め
、冷
た
い
水
・
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
体
内
に
補
給

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
回
復
し
な
い

場
合
は
、
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。

事
現
場
で
の
業
務
、運
動
の
ほ
か
、

屋
内
で
も
熱
中
症
の
危
険
性
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
の
予
防

　

外
出
時
は
、
帽
子
の
着
用
や
日

傘
の
使
用
な
ど
で
日
差
し
を
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
外
で
の

作
業
で
は
、
こ
ま
め
に
休
憩
や
水

分
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

暑
い
日
は
、
活
発
に
動
い
て

い
な
く
て
も
、
知
ら
ず
に
汗
を

か
き
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
は

放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
内
で

　
「
熱
中
症
」
と
は
、
高
温
の
環

境
下
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
の
調
整
機
能

に
障
害
を
起
こ
す
こ
と
の
総
称
で

す
。

　

近
年
は
、
日
本
で
熱
中
症
が
原

因
で
死
亡
す
る
人
の
数
が
多
く
、

そ
の
約
半
数
は
室
内
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
（
厚
労
省
デ
ー
タ
）。

　

夏
場
は
、
日
中
の
農
作
業
や
工

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

だ
さ
い
。

　
（
同
）「
喘ぜ
ん
そ
く息
の
治
療
で
は
、
強

力
な
抗
炎
症
作
用
を
も
つ
『
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
』
が
基
本
で
す
。

そ
の
他
に
、
気
管
支
を
ひ
ろ
げ
る

『
長
時
間
作
用
性
β２
刺
激
薬
』や『
テ

オ
フ
ィ
リ
ン
徐
放
薬
』、
先
ほ
ど
も

説
明
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑

え
る
『
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
』
な
ど

が
あ
り
、
状
態
に
応
じ
て
『
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
』
と
併
用
し
ま
す
」

　
︱
︱
︱
︱
丁
寧
な
お
話
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
喘ぜ
ん
そ
く息
症

状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
病

院
に
か
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
（
同
）「
そ
う
で
す
ね
。
喘ぜ
ん
そ
く息
に

似
た
症
状
を
き
た
す
も
の
に
『
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）』

や
心
臓
疾
患
が
あ
り
、
一
般
の
方

で
は
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
当
院
で
の
検
査
を
お
す
す
め

し
ま
す
」。

■
取
材
協
力
／
同
院

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

困
難
を
と
も
な
う
喘
ぜ
ん
そ
く息
発
作
が
起

こ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
︱
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　
（
同
）「
ダ
ニ
・
ほ
こ
り
（
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
）・
花
粉
・
食
物
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
と
な
る
物
質
を『
ア
レ
ル
ゲ
ン
』

と
い
い
ま
す
が
、
喘ぜ
ん
そ
く息
の
治
療
に

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え
る

『
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
』
な
ど
を
使

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
︱
喘ぜ
ん
そ
く息
の
治
療
に
つ
い

て
、
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
く

率
）
は
、
約
５
〜
９
％
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
︱
高
齢
者
も
喘ぜ
ん
そ
く息

に
か

か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
（
同
）「
は
い
、
か
か
り
ま
す
。

特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
、

喘ぜ
ん
そ
く息が

原
因
で
亡
く
な
る
方
も
い

ま
す
。

　

喘ぜ
ん
そ
く息
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
、
気
道
に
慢
性
的
な
炎
症
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
少

し
の
刺
激
で
も
気
道
が
過
敏
に
反

応
し
、
咳せ
き

や
痰た
ん

の
症
状
や
、
呼
吸

　
︱
︱
︱
︱
喘ぜ
ん
そ
く息

と
聞
く
と
子
ど

も
の
病
気
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
大
人
も
か
か
る
の
で
す
か
？

　
（
小
林
院
長
）「
は
い
。
成
人

喘ぜ
ん
そ
く息の

患
者
数
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
成
人
（
20
〜
45
歳
）

に
お
い
て
、
喘ぜ
ん
そ
く息
の
治
療
中
、
ま

た
は
喘ぜ
ん
そ
く息

の
症
状
と
し
て
医
師
か

ら
診
断
さ
れ
た
人
の
割
合
（
有
病

　

地
域
病
院
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ

丘
１
の
３
の
８
）
で
院
長
を
務
め
て
い
る
小
林
信
之
医
師
に
、
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
成
人
の
喘ぜ
ん
そ
く息
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
や
治
療
内
容
を
伺
い
ま
し
た
。

寝
具
は
こ
ま
め
な
日
干
し
や
掃
除

を
心
が
け
て
「
防
ダ
ニ
カ
バ
ー
」

を
す
る
、
な
ど
の
対
策
に
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
も

　

こ
の
外
的
要
因
の
ほ
か
、
人
間

自
身
の
対
策
も
必
要
で
す
。
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。

ダ
ニ
の
唾
液
・
ふ
ん
・
死
骸
な
ど

は
、
水
に
溶
け
や
す
く
、
光
や
50 

℃
以
上
の
高
温
に
弱
い
性
質
を

も
っ
て
い
ま
す
。ダ
ニ
対
策
に
は
、

ダ
ニ
が
生
息
し
や
す
い
布
団
や
布

製
ソ
フ
ァ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
に

次
の
よ
う
な
処
置
を
施
す
こ
と
が

基
本
原
則
で
す
。

の
ダ
ニ
で
す
。
ダ
ニ
の
増
加
は
、

環
境
に
起
因
し
ま
す
。

　

ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
抗
原
（
ア

レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
）
と
な
る

ダ
ニ
の
繁
殖
環
境
と
特
徴

　

日
本
人
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

で
最
も
多
い
の
は
、
ほ
こ
り
の
中

　

以
前
に
比
べ
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
が
引
き
起
こ
す
病
気
は
少
な
く
な
く
、「
喘ぜ
ん
そ
く息
」
な
ど
も

そ
の
一
つ
で
す
。
ダ
ニ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
主
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ダニが増加する条件

喘息の発症も！

あか

ぜんそく

布団・布製ソファ・ぬいぐるみなどに多く生息！！！

❶高温多湿である
❷エサとなるもの（人間や動物の
   フケ、垢、カビなど）がある
❸もぐって産卵できる場所がある
  （カーペットや絨毯）

じゅうたん

綾瀬厚生病院

☎0467-77-5111 神奈川県
綾瀬市深谷中１ｰ4ｰ16

内科外来

救急搬送　３６５日２４時間受入可能

上杉 成人医師 ほか上杉 成人医師 ほか

徳永 唯志院長徳永 唯志院長

月 火 水 木 金 土

午前

午後

担当医

▽
洗
う　
▽
覆
う　
▽
拭
く

▽
除
く　
▽
除
湿
（
換
気
）

　

例
え
ば
、
カ
ー
テ
ン
を
洗
濯
し

や
す
い
も
の
に
替
え
る
／
カ
ー
テ

ン
を
や
め
て
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
す
る

／
室
内
に
鉢
植
え
を
置
か
な
い
／

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
を
防
ぐ
こ

と
は
、
喘ぜ
ん
そ
く息
な
ど
の
疾
患
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
す
べ
て
の
ア

レ
ル
ギ
ー
の
抗
原
を
防
ぐ
こ
と
は

不
可
能
で
す
が
、
自
身
や
家
族
の

習
慣
の
中
で
で
き
る
対
策
か
ら
始

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
禁
煙　

・
適
度
な
運
動

・
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
入
浴

・
あ
く
の
強
い
物
を
控
え
る　

・
強
い
香
辛
料
を
控
え
る　

・
マ
ス
ク
の
着
用  　
　
な
ど

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院
・
熱
中
症
治
療
担
当
医

救
急
搬
送・外
来 

ど
ち
ら
も
注
意
深
く
診
断

熱
中
症
は
予
防
と
迅
速
な
初
期
対
応
を

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

増
加
す
る「
大
人
の
喘ぜ
ん
そ
く息
」に
専
門
治
療

　

  

掃
除
は
家
族
を
守
る
⁉︎

　
　
　

  

ア
レ
ル
ギ
ー
発
症
の
温
床
は
自
宅
！
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